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会社の体制及び方針

1．業務の適正を確保するための体制

　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適

正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

(1) 当社及び当社子会社から成る企業集団（以下「当企業グループ」という。）の取締役及び使用

人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

① 当企業グループは、「グループ理念」及び「グループビジョン」を経営理念として共有し、

その実現に向けて「グループ行動規範」に従い、企業倫理の遵守を図ります。

② 当企業グループは、その規模及び特性に応じて、内部統制の整備及び監督を行うために、必

要な体制の整備を行います。

③ 当企業グループの役職員や外部者が直接、不利益を受けることなく情報を伝達できることを

保障する、ダイドー・コンプラホットラインを設置します。

④ 当社の内部監査部門は、監査役会と連携し、各部門における法令、定款及び社内規定の遵守

状況の監査を通じ、問題点の指摘及び改善策の提案等を行います。さらに当社の内部監査部

門は、必要に応じて、内部監査を実施し、子会社の法令遵守体制を拡充させます。

⑤ 市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは、取引関係その他一切の関係を持た

ず、不当要求を受けた場合には、関係機関と連携し、組織全体で毅然とした態度で臨み、被

害の防止に努めます。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　取締役の職務の執行に係る情報に関する事項は、社内規定に従って適切に保存及び管理を行

い、取締役及び監査役はこれらを必要なときに閲覧できるものとします。

(3) 当企業グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制

① 当社は、リスク管理基本規程に従い、リスクの評価・分析を行うとともに代表取締役社長を

委員長とするリスク管理委員会を設置して定期的に開催し、リスク管理を推進します。ま

た、子会社と連携して当企業グループのリスク管理及び危機管理に関わる情報の一元化と共

有を図ります。

② 当社の経営に重大な影響を与える可能性のある不測の事態が発生した場合には、代表取締役

社長を委員長とする危機管理委員会を招集して対応を行い、損害・影響等を最小限にとどめ

る体制を整備します。

(4) 当企業グループの取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　当企業グループ各社は、その規模及び特性に応じて、以下により、取締役の職務の執行の効率

化を図ります。また、当社は、グループ全体に関する経営戦略の策定及び進捗管理などを行うこ

とにより、効果的なグループ経営を推進します。

① 業務分掌及び職務権限の明確化

② 定期的又は必要の都度開催される取締役会での経営上の重要事項の審議及び報告
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③ 取締役を構成員とする経営会議の設置

④ 連結ベースでの中期経営計画及び年度予算の策定、進捗管理並びに改善策の実施

(5) 子会社の取締役等の職務執行に係る事項の当社への報告に関する事項

　当社は、社内規定に基づき、子会社との連携及び統制を図る担当部門を設置するとともに、子

会社に対し、業務執行状況を報告させます。

(6) 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事

項、当該使用人の取締役からの独立性に関する事項及び監査役の当該使用人に対する指示の実

効性の確保に関する事項

① 監査役が職務を補助すべき使用人を置くことを求めたときは、監査役を補助する必要な能力

と知識を備えた使用人を配置し、その指揮命令権は監査役に帰属させます。

② 監査役は、監査役を補助する使用人の人事異動や人事評価に関して、事前に人事担当取締役

より報告を受けるとともに、必要がある場合には、理由を付して当該人事異動の変更を人事

担当取締役に申し入れることができるものとします。

③ 当該使用人の懲戒等に関しては、人事担当取締役はあらかじめ、監査役の承諾を得るものと

します。

(7) 監査役への報告に関する体制及び監査役に報告をした者が当該報告をしたことを理由として不

利な取扱いを受けないことを確保するための体制

① 常勤監査役は、取締役会のほか当社の経営会議等の重要な会議体に出席することにより、当

企業グループの重要な情報について適時報告を受けるものとします。さらに、リスク管理部

門及び法務部門は、その職務の内容に応じ、定期的に監査役に報告を実施します。

② 上記①に加え、当企業グループの取締役、監査役及び使用人は、当企業グループに重大な影

響を与える事実又はそのおそれが発生した場合には、速やかに当社の監査役に報告すること

とします。

③ 内部監査部門は、当企業グループの内部監査の結果を監査役会と共有します。

④ 監査役に報告をしたことを理由として、当該報告者が不利益な取扱いを受けないよう、当該

報告者を保護します。また、報告を行ったことを理由として、当該報告者が不利益な取扱い

を受けていることが判明した場合は、不利益な取扱いを除去するために速やかに適切な措置

を講じます。

(8) 監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続きその他の当該職務の執行につ

いて生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項

　監査役が、その職務の執行について生ずる費用の前払又は償還等の請求をしたときは、当該監

査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理しま

す。
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(9) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　適切な意思疎通及び効果的な監査業務の遂行を図るため、監査役は、内部監査部門、会計監査

人及び子会社の監査役と緊密な連携を保つとともに、代表取締役社長との定期的な意見交換会を

開催します。

(10) 財務報告の信頼性を確保するための体制

　当企業グループは、金融商品取引法及びその他の法令に準拠し、財務報告に係る内部統制が有

効かつ適切に行われる体制の整備、運用及び評価を継続的に行い、財務報告の信頼性と適正性を

確保します。

2．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりであります。

(1) コンプライアンスに対する取組みの状況

　当企業グループは、コンプライアンスに関する内部統制の整備及び監督の実施に向け、「グル

ープ行動規範」をはじめとする企業倫理の遵守を図るなど、必要な体制の整備・運用に努めてお

ります。当事業年度においては、コンプライアンス通信の定期発行に加え、当社及び当企業グル

ープの役員等を対象とするコンプライアンス研修やその他研修等を実施するなど、各社の規模や

特性に応じた取組みを行いました。

　また、内部通報制度であるダイドー・コンプラホットラインについては、事業の多様化への対

応等、さらなる充実を図るため、第三者である社外弁護士事務所内にも窓口を設け、独立性の担

保を強化しております。

　内部監査部門は、監査計画に基づき、当社及び当企業グループについて内部監査を実施し、必

要に応じて改善のための勧告を行うとともに、監査結果を四半期毎に取締役会に報告いたしまし

た。

(2) 損失の危険の管理に対する取組みの状況

　リスクの評価・分析に関する体制や手続きを定めた、リスク管理基本規程に基づき、当社代表

取締役社長を委員長とするグループリスク管理委員会を当事業年度において2回開催いたしまし

た。同委員会では、各子会社におけるリスクの評価及び取組み状況も報告され、グループレベル

でのリスク管理を推進しております。

　当事業年度においては、外部環境の急速な変化に対応すべくリスク項目やリスク評価基準など

を見直した上で、各セグメントにおける事業特有のリスクとその対応策を確認したほか、当企業

グループの経営に甚大な影響を与える可能性がある「原材料・資材の調達」「生産物流体制」に

関するリスクへの対応などの重要課題への取組みについて協議し、引き続き、主要な子会社との

グループ連携の強化に努めました。
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(3) 取締役の職務執行の効率性確保に対する取組みの状況

　当社では、定例取締役会を月1回開催するほか、必要あるときは臨時取締役会を開催し、業務執

行に関する重要事項を協議・決定するとともに、グループ各社の職務の執行を監督しておりま

す。また、資料の事前配布や社外役員への事前説明（必要な場合）を実施するとともに、重要事

項の審議に当たっては、社外役員の意見を尊重する議事進行を行い、特に当企業グループの将来

にとって重要と思われる案件については、性急な結論を求めず、次回送りとするなど、適切な運

営を図っております。

　また、常勤取締役及び執行役員を構成員とする経営会議を定期的に開催し、重要な事項につい

ての審議を行い、代表取締役社長及び取締役会の迅速な意思決定をサポートしております。

(4) 当企業グループにおける業務の適正の確保に対する取組みの状況

　当社の関係会社管理は、国内関係会社については経営戦略部が、海外関係会社については海外

事業統括部が主管しており、その他の部署が業務分掌規程に従い、各関係会社の業務運営上の企

画立案、管理、指導、統制を所管し、これを支援しております。

　関係会社の重要な業務執行に当たっては、関係会社管理規程に従い、当社の承認又は報告を要

する体制を整備し、綿密な連携のもとに機動的運営の統制を図っております。加えて、グループ

間の更なる連携強化を目的として、経営会議において、当社経営陣・常勤監査役と主要事業セグ

メントの責任者による意見交換を定期的に行いました。

(5) 監査役監査の実効性確保に対する取組みの状況

　監査役は、当事業年度において、取締役会に出席し意見を述べるほか、代表取締役社長及び

取締役・執行役員と業務執行の状況について直接聴取する意見交換会を定期的に開催すること

で、情報の共有、意思疎通を図りました。

　さらに常勤監査役は、経営会議やリスク管理委員会、サステナビリティ委員会などの重要会議

に出席して、当企業グループの重要な情報について適時報告を受けるほか、内部監査部門長と毎

月実施する監査役報告会にて監査情報を確認し、監査役会にてそれら情報を共有いたしました。

　また、監査役会で定めた事業年度毎の監査計画に従い関係会社を往査するほか、会計監査人、

内部監査部門及び子会社監査役を対象とし、半期毎に実施する三様監査連携会議にて監査情報の

共有と連携を図ることで監査の有効性、効率性を高めることに努めました。

　なお、監査役会には監査役の業務を補助すべき専任の使用人が配置されており、直接指示・命

令を行える体制となっております。

　監査役が職務を執行する上で生ずる必要な費用の請求については、会社法第388条の定めに基づ

き適切に処理しており、監査の実効性は担保されております。
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3．会社の支配に関する基本方針

(1) 基本方針の内容

　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として、当社の株主の皆様、お客様、

地域社会、お取引先様、従業員など、当社を巡るステークホルダーとの共存共栄を図り、当社の

企業価値ひいては株主共同の利益の確保と向上に資する者が望ましいと考えております。

　もっとも、当社の株主の在り方については、株主は資本市場での自由な取引を通じて決まるも

のであり、また会社を支配する者の在り方は、最終的には株主全体の意思に基づき判断されるべ

きであることから、会社の支配権の移転を伴う買付提案に応じるかどうかの判断も、最終的には

株主全体の意思に基づき行われるべきものと考えます。

　しかしながら、当社株式の大規模な買付行為や買付提案の中には、買収の目的等が、企業価値

ひいては株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすおそれのあるもの、株主に株式の売却を

事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主が当該買付の内容を検討・判断

し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提示するための必要な時間や情報を与えることなく

行われるもの、買付の対価の価額、買付の手法等が対象会社の企業価値ひいては株主に対して不

適当なもの、対象会社と対象会社を巡るステークホルダーとの間の関係を損ねるおそれをもたら

すものなど、企業価値ひいては株主共同の利益に資さないものもありえます。

　当社は、このような大規模買付行為や買付提案を行い、当社の企業価値及びブランド価値ひい

ては株主共同の利益に反する重大な悪影響を与えるおそれをもたらす行為を行う者は、当社の財

務及び事業の方針の決定を支配する者として適当でないと考えます。

(2) 会社の支配に関する基本方針の実現に資する取組み

　当社では、多数の投資家の皆様に長期的に継続して当社に投資していただくため、当社の企業

価値ひいては株主共同の利益を向上させるための取組みとして、以下の施策を実施しておりま

す。これらの取組みは、会社の支配に関する基本方針の実現に資するものと考えております。

①　コーポレートガバナンスの継続的改善に向けた取組み

　当社グループのコア事業である国内飲料事業は、清涼飲料という消費者の皆様の日常生活に

密着した製品を取り扱っており、セグメント売上高の約80％は地域社会に根差した自販機を通

じた販売によるものです。また、自社工場を持たず、生産・物流を全国の協力業者にすべて委

託するファブレス経営により、当社は製品の企画・開発と自販機オペレーションに経営資源を

集中し、業界有数の自販機網は当社グループの従業員と共栄会（当社商品を取り扱う自販機運

営事業者）により管理しております。

　このような当社独自のビジネスモデルは、ステークホルダーの皆様との信頼関係によって成

り立っていることから、「人と、社会と、共に喜び、共に栄える。」ことが会社としての責務

であり、経営上の最重要課題であると認識しております。そして、その実現のために「ダイナ

ミックにチャレンジを続けていく」ための基盤として、透明・公正かつ迅速・果断な意思決定

を行うための仕組みであるコーポレートガバナンスの継続的な改善に取組んでおります。
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②　「グループミッション2030」を通じた企業価値向上への取組み

　当社グループは、中長期的な企業価値向上の実現に向けて、2030年のありたい姿を示す「グ

ループミッション2030」を定めております。具体的には、2030年までの期間を「基盤強化・投

資ステージ」「成長ステージ」「飛躍ステージ」の3つに区分し、それぞれのステージに応じ

た事業戦略を推進することにより、競争優位性の高いビジネスモデルを構築し、成長性・収益

性・効率性の高い事業ポートフォリオを形成してまいります。

(3) 会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定

が支配されることを防止するための取組みの概要

　当社は、2008年1月15日開催の取締役会において、「当社株式の大規模買付行為への対応策（買

収防衛策）」を導入し、直近では2020年4月16日開催の第45回定時株主総会において株主の皆様に

ご承認いただき継続しております。

　その概要は以下のとおりです。

　当社は上記基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配さ

れることを防止する取組みとして「当社株式の大規模買付行為への対応策」（以下「本プラン」

といいます。）を導入しております。

　本プランでは、当社株式に対し20％以上の大規模買付行為を行おうとする者（以下「大規模買

付者」といいます。）が大規模買付行為実施前に遵守すべき、大規模買付行為に関する合理的な

ルール（以下「大規模買付ルール」といいます。）を定めております。大規模買付ルールは、当

社株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否かを判断するために必要な情報や、当社取締役会の

意見を提供し、さらには当社株主の皆様が当社取締役会の代替案の提示を受ける機会を確保する

ことを目的としております。当社取締役会は、大規模買付者に対し、大規模買付行為に関する必

要かつ十分な情報を当社取締役会に提供することを要請し、当該情報の提供完了後、大規模買付

行為の評価検討のための期間を設定し、当社取締役会としての意見形成や必要に応じ代替案の策

定を行い、公表することとします。従いまして、大規模買付行為は、取締役会の評価検討の期間

の経過後にのみ開始されるものとします。大規模買付者が、大規模買付ルールを遵守した場合

は、当社取締役会は、当該大規模買付行為が、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく

毀損することが明白と判断される場合を除き、対抗措置をとりません。他方、大規模買付者が、

大規模買付ルールを遵守しなかった場合には、当社取締役会は、当社企業価値ひいては株主共同

の利益を守ることを目的として、必要性相当性の範囲内において会社法その他の法律及び当社定

款が認める対抗措置をとり、大規模買付行為に対抗することがあります。

　本プランの有効期限は、2023年4月開催予定の定時株主総会の終結の時までとなっております。

有効期限満了にあたり、本定時株主総会において、本プランを継続することを株主の皆様にお諮

りすることとしております。その内容につきましては、株主総会参考書類をご参照ください。
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(4) 本プランが会社の支配に関する基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に合

致し、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないことについて

　会社の支配に関する基本方針の実現に資する取組みは、以下の諸点より、会社の支配に関する

基本方針に沿うものであります。

　本プランは、イ．経済産業省及び法務省が2005年5月27日に発表した「企業価値・株主共同の利

益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針」に定める要件を充足し、2008年6月30日に発

表した企業価値研究会の報告書及び東京証券取引所が2015年6月1日に公表した「コーポレートガ

バナンス・コード」の「原則1-5．いわゆる買収防衛策」の内容も踏まえていること　ロ．株主共

同の利益の確保・向上の目的をもって導入されていること　ハ．株主の意思を反映するものであ

ること　ニ．当社取締役会の恣意的な判断を排除するために、独立委員会の勧告を最大限尊重す

るものであること　ホ．発動のための合理的な客観的要件を設定していること　ヘ．デッドハン

ド型やスローハンド型買収防衛策ではないこと等、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に合

致し、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。

－ 7 －



連結株主資本等変動計算書 （2022年1月21日から2023年1月20日まで）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,924 374 90,715 △4,231 88,781

会計方針の変更による
累積的影響額

164 164

超インフレの調整額 △2,644 △2,644

会計方針の変更及び超イ
ンフレの調整を反映した
当期首残高

1,924 374 88,234 △4,231 86,301

当期変動額

剰余金の配当 △953 △953

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

△507 △507

自己株式の取得 0 △0 △0

自己株式の処分 △1 183 182

非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動

△55 △55

利益剰余金から資本剰
余金への振替

56 △56 －

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

－

当期変動額合計 － － △1,517 183 △1,334

当期末残高 1,924 374 86,717 △4,048 84,967

その他の包括利益累計額
非支配

株主持分
純資産
合計

その他
有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

退職給付に
係る

調整累計額

その他の
包括利益

累計額合計

当期首残高 6,798 484 △13,543 289 △5,970 450 83,261

会計方針の変更による
累積的影響額

7 171

超インフレの調整額 △2,644

会計方針の変更及び超イ
ンフレの調整を反映した
当期首残高

6,798 484 △13,543 289 △5,970 457 80,789

当期変動額

剰余金の配当 △953

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

△507

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 182

非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動

△55

利益剰余金から資本剰
余金への振替

－

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△952 559 5,467 △479 4,594 18 4,612

当期変動額合計 △952 559 5,467 △479 4,594 18 3,278

当期末残高 5,846 1,043 △8,076 △190 △1,375 476 84,067

（単位：百万円）
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連　結　注　記　表

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記

1．連結の範囲に関する事項

　連結子会社はダイドードリンコ㈱、ダイドービバレッジサービス㈱、ダイドービジネスサービス

㈱、大同薬品工業㈱、㈱たらみ、㈱旬の季、㈱ダイドービバレッジ静岡、ダイドーベンディングジ

ャパン㈱、㈱ダイドードリンコサービス関東、ダイドー光藤ビバレッジ㈱、上海大徳多林克商貿有

限公司、Della Gıda Sanayi ve Ticaret A.Ş.、DyDo DRINCO TURKEY İçecek Satış ve Pazarlama 

A.Ş.、Mavidağ Gıda Pazarlama Sanayi ve Ticaret İthalat İhracat A.Ş.、DyDo DRINCO UK Ltd

及びダイドーファーマ㈱の16社であります。

　当社の連結子会社であったDyDo DRINCO RUS,LLCは、清算手続き開始に伴い、重要性の観点か

ら、当連結会計年度より連結の範囲から除外しております。なお、連結の範囲から除外するまでの

同社の損益計算書については連結しております。

　また、当社の連結子会社であったBahar Su Sanayi ve Ticaret A.Ş.は、当連結会計年度に連結

子会社であるDella Gıda Sanayi ve Ticaret A.Ş.を存続会社とする吸収合併により消滅したた

め、連結の範囲から除外しております。

　なお、PT.Tarami Aeternit Foodは、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益

剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため連結の

範囲から除外しております。

2．持分法の適用に関する事項

　持分法適用の関連会社はダイドー・タケナカビバレッジ㈱、ダイドー・タケナカベンディング

㈱、㈱秋田ダイドー、㈱群馬ダイドー、ダイドー・シブサワ・グループロジスティクス㈱及びダイ

ドーベンディング近畿㈱の6社であります。

　持分法適用会社のうち、決算日が連結決算日と異なる会社については、各社の事業年度に係る計

算書類を使用しております。

　持分法を適用していない非連結子会社（PT.Tarami Aeternit Food）及び持分法を適用していな

い関連会社（塔啦蜜（青島）食品有限公司）については、当期純損益（持分に見合う額）及び利益

剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽

微であり、かつ、全体としても重要性がないため持分法適用の範囲から除外しております。

3．連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社のうち、㈱ダイドービバレッジ静岡及び㈱ダイドードリンコサービス関東の決算日は

11月20日であります。

　また、ダイドーベンディングジャパン㈱及びダイドー光藤ビバレッジ㈱の決算日は10月31日であ

ります。

　なお、㈱たらみ、㈱旬の季、上海大徳多林克商貿有限公司、Della Gıda Sanayi ve Ticaret 

A.Ş.、DyDo DRINCO TURKEY İçecek Satış ve Pazarlama A.Ş.、Mavidağ Gıda Pazarlama Sanayi 

ve Ticaret İthalat İhracat A.Ş.及びDyDo DRINCO UK Ltdの決算日は12月31日であります。

　連結計算書類の作成にあたっては、同決算日現在の各社の計算書類を使用しております。ただ

し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。
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4．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入

以外のもの　　　　　　　法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

②　デリバティブ 時価法

③　棚卸資産

評価基準は原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

商品 移動平均法

製品・原材料 総平均法

ただし、一部の連結子会社については移動平均法

貯蔵品 最終仕入原価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産 定額法

（リース資産を除く） なお、耐用年数及び残存価額については、主として法人税法に規

定する方法と同一の基準によっております。

ただし、工具、器具及び備品のうち、自動販売機については、経

済的使用可能予測期間を勘案した期間（10年）を耐用年数として

おります。

②　無形固定資産 定額法

（リース資産を除く） 商標権及び顧客関連資産は経済的耐用年数に基づいて償却してお

ります。

ただし、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における

利用可能期間（5年）に基づく定額法

③　リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産につい

ては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

(3) 重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金

　従業員に対する賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち、当連結会計年度対応分

相当額を計上しております。

③　役員退職慰労引当金

　一部の連結子会社は、役員退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計

上しております。
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④　役員株式給付引当金

　株式給付規程に基づく当社の取締役（社外取締役及び非業務執行取締役を含みません。）及

び執行役員並びに当社の100％子会社の取締役（社外取締役及び非業務執行取締役を含みませ

ん。）及び執行役員（以下、「取締役等」といいます。）に対する将来の当社株式の交付に備

えるため、当連結会計年度末における株式給付債務の見込額を計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

①　退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる

方法については、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

　過去勤務費用は、主としてその発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10

年）による定額法により費用処理しております。

　数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数（5年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度よ

り費用処理することとしております。

　また、一部の連結子会社については、数理計算上の差異及び過去勤務費用は、発生の連結会

計年度に一括処理しております。

③　未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の処理方法

　未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の処理方法については、税効果を調整の

上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しており

ます。

(5) 重要な収益及び費用の計上基準

　当社グループは、国内飲料事業、海外飲料事業、医薬品関連事業、食品事業及び希少疾病用

医薬品事業を行っており、それぞれ以下のとおり収益を認識しております。なお、希少疾病用

医薬品事業については、当連結会計年度において収益を認識しておりません。

①　国内飲料事業

　国内飲料事業セグメントにおける収益は、主に清涼飲料及びサプリメント等の販売によるも

のであります。清涼飲料及びサプリメント等の販売の履行義務は、顧客が当該商品の支配の獲

得を行うことであります。当該履行義務は、顧客に商品を納品した時点で充足されるため、当

該時点で収益を認識しております。

　国内飲料事業セグメントにおける清涼飲料及びサプリメント等の販売について、過去の実績

率で見積もった返品、販売奨励金及びリベート等を控除した、収益に重大な戻入れが生じない

可能性が非常に高い範囲内の金額で算定しております。

　取引の対価は、履行義務を充足してから主として1年以内に受領しており、重大な金融要素

を含んでおりません。

－ 11 －



②　海外飲料事業

　海外飲料事業セグメントにおける収益は、主に清涼飲料等の販売によるものであります。清

涼飲料等の販売の履行義務は、顧客が当該商品の支配の獲得を行うことであります。当該履行

義務は、顧客に商品を納品した時点で充足されるため、当該時点で収益を認識しております。

　海外飲料事業セグメントにおける清涼飲料等の販売について、過去の実績率で見積もった返

品、販売奨励金及びリベート等を控除した、収益に重大な戻入れが生じない可能性が非常に高

い範囲内の金額で算定しております。

　取引の対価は、履行義務を充足してから主として1年以内に受領しており、重大な金融要素

を含んでおりません。

③　医薬品関連事業

　医薬品関連事業セグメントにおける収益は、主にグループ外の製薬会社等から受託したドリ

ンク剤の製造・販売によるものであります。ドリンク剤の受託製造の履行義務は、製品を顧客

に引渡し、顧客が当該製品の支配の獲得を行うことであります。当該履行義務は、顧客との契

約に基づき、製品を顧客が検収又は顧客に納品した時点で充足されるため、当該時点で収益を

認識しております。

　取引の対価は、履行義務を充足してから主として1年以内に受領しており、重大な金融要素

を含んでおりません。

④　食品事業

　食品事業セグメントにおける収益は、主にフルーツゼリーの販売によるものであります。フ

ルーツゼリーの販売の履行義務は、顧客が当該商品の支配の獲得を行うことであります。当該

履行義務は、顧客に商品を納品した時点で充足されるため、当該時点で収益を認識しておりま

す。なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年

3月26日）第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品の国内の販売において、出荷時から

当該商品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時点で収

益を認識しております。

　食品事業セグメントにおけるフルーツゼリーの販売について、過去の実績率で見積もった返

品、販売奨励金及びリベート等を控除した、収益に重大な戻入れが生じない可能性が非常に高

い範囲内の金額で算定しております。

　取引の対価は、履行義務を充足してから主として1年以内に受領しており、重大な金融要素

を含んでおりません。

(6) 重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし

て処理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、各社決算日の直物為替相場により

円貨に換算し、収益及び費用は、期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部にお

ける為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めております。

　なお、トルコの子会社の財務諸表の換算基準は、「追加情報（超インフレ経済下における会計

処理）」をご参照ください。
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(7) 重要なヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法

　為替予約取引につきましては、繰延ヘッジ処理によっております。なお、為替予約取引につ

いては、振当処理の要件を満たしている場合は振当処理を採用しております。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段・・・為替予約取引

ヘッジ対象・・・外貨建買入債務及び外貨建予定取引

③　ヘッジ方針

　当社グループではデリバティブ取引に関するリスク管理体制に基づき、為替変動リスクをヘ

ッジしております。なお、投機目的による取引は行わない方針であります。

④　ヘッジ有効性評価の方法

　為替予約取引の締結時に実需への振当を行っているため、その対応関係の判定をもって有効

性の判定に代えております。

(8) のれんの償却に関する事項

　のれんの償却については、その効果の発現する期間を合理的に見積もり、当該期間において均

等償却しております。ただし、その金額が僅少な場合は発生年度に全額償却しております。

会計方針の変更に関する注記

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下、「収益認識会計

基準」といいます。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧

客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識するこ

ととしております。

　これによる主な変更点は以下のとおりであります。

　1．販売奨励金やリベート等の顧客に支払われる対価の一部について、従来、販売費及び一般管

理費として処理する方法としておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しておりま

す。

　2．返品される可能性のある商品販売取引について、予想される返品部分に関しては、変動対価

に関する定めに従って、販売時に収益を認識しない方法に変更しております。

　3．自販機事業に係る収益について、従来は自販機の商品販売データを取得した時点、いわゆる

検針日基準で収益を認識しておりましたが、期末時点で充足される当該履行義務を合理的に

見積もることにより、引渡基準により収益を認識する方法に変更しております。

　4．買戻し契約に該当する有償支給取引について、従来は有償支給した原材料等についての消滅

を認識しておりましたが、有償支給した原材料等について消滅を認識しない方法に変更して

おります。なお、当該取引において支給品の譲渡に係る収益は認識しておりません。

　5．買戻し契約に該当する有償支給取引について、従来は支給先から受け取る原材料等に係る対

価を収益として認識しておりましたが、当該収益を認識しない方法に変更しております。
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　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影

響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用し

ております。

　この結果、当連結会計年度の売上高は10,969百万円減少、売上原価は152百万円減少、販売費及

び一般管理費は10,820百万円減少、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ3

百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は164百万円増加、非支配株主持分の当

期首残高は7百万円増加しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年7月4日。以下、「時価算定会計

基準」といいます。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融

商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱い

に従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしてお

ります。これによる、連結計算書類に与える影響は軽微であります。

有形固定資産 49,230百万円 （うち、トルコ飲料事業　5,277百万円）

無形固定資産 7,886百万円 （うち、トルコ飲料事業　92百万円）

会計上の見積りに関する注記

トルコ飲料事業における有形及び無形固定資産

（1） 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（2） 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　トルコ飲料事業の有形及び無形固定資産は、将来その資産から生み出されるキャッシュ・フロ

ーが減少するなど、帳簿価額相当額を回収することができないと判断されるような経営環境の変

化が生じた場合には、減損要否の検討を実施しております。

　トルコ飲料事業の有形及び無形固定資産の評価においては、トルコ国内のインフレ率、賃金上

昇率、トルコリラの通貨価値の変動、輸入原材料価格の高騰や新型コロナウイルス感染症の世界

的流行に伴う経済活動への影響などを検討し、経営環境の著しい悪化の有無を判定しますが、当

連結会計年度において、トルコの全国卸売物価指数が同国の3年間累積インフレ率が100％を超え

たことを示し、IAS第29号「超インフレ経済下における財務報告」を適用するなど、トルコ飲料事

業を取り巻く経営環境の変化が激しい状況にあります。

　また、IAS第29号では報告期間の末日現在における測定単位により有形及び無形固定資産を含む

非貨幣資産の取得原価を修正再表示し、回収可能価額が修正再表示後の帳簿価額を下回る場合に

は相当の減額を実施することが求められています。翌連結会計年度においてもIAS第29号の適用の

継続が見込まれますが、減損損失の認識・測定を行う場合に回収可能価額として採用する使用価

値は、トルコ飲料事業の事業計画を基礎として、トルコ国内の予想インフレ率と対応する割引率

により割引後将来キャッシュ・フローを見積り算出しております。
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　使用価値の算出における主要な仮定は、事業計画の予想販売数量、売上総利益率及びトルコ国

内の予想インフレ率であり、予想販売数量については過去の実績及び将来の人口成長予測を勘案

して算定、売上総利益率については過去の実績及び原油価格や為替レートの将来見通しを勘案し

て算定、トルコ国内の予想インフレ率はIMFの公表する消費者物価指数の将来の予測値を使用して

おります。

　当連結会計年度においては、使用価値の算定に上記の主要な仮定を置いて検討した結果、回収

可能価額が修正再表示後の帳簿価額を上回ったため、有形及び無形固定資産は修正再表示後の帳

簿価額で計上されています。

　翌連結会計年度以降、トルコ飲料事業の経営環境の変化等により用いた仮定に変動が生じた場

合、連結計算書類におけるトルコ飲料事業の有形及び無形固定資産の金額に重要な影響を与える

可能性があります。

追加情報

（役員向け株式給付信託）

　当社は、取締役等に対し、信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。

(1) 取引の概要

　当社は、取締役等を対象に、中長期的な業績の向上と企業価値の増大への貢献意識を高めるこ

とを目的として、当社グループの業績との連動性が高く、かつ透明性・客観性の高いインセンテ

ィブ制度（以下、「本制度」といいます。）を導入しております。

　本制度は、当社が信託に対して金銭を拠出し、当該信託が当該金銭を原資として当社株式を取

得し、当該信託を通じて取締役等に対して、当社及び各対象子会社がそれぞれ定める株式給付規

程に従って、業績達成度に応じて当社株式を給付します。なお、取締役等が当社株式の給付を受

ける時期は、原則として当該取締役等の退任時となります。

(2) 信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計処理

　当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取

引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　2015年３月26日）に準じて、総額法を適用

しております。

　株式給付規程に基づく取締役への株式の給付に備えるため、当連結会計年度末における株式給

付債務の見込額に基づき役員株式給付引当金を計上しております。

(3) 信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除きます。）により、

純資産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当連結

会計年度末においては528百万円、91,900株であります。

（譲渡制限付株式報酬制度）

当社は、当社の取締役（社外取締役及び非常勤取締役を除きます。以下、「対象取締役」といい

ます。）及び取締役を兼務しない執行役員（以下、対象取締役と併せて「当社の取締役等」といい

ます。）並びに当社の100％子会社の取締役（社外取締役及び非常勤取締役を除きます。）及び取

締役を兼務しない執行役員（以下、「当社の取締役等」と併せて「対象取締役等」といいます。）

に対して、当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与えるとともに、株主の皆様と

の一層の価値共有を進めることを目的に、対象取締役等を対象とする新たな報酬制度として、譲渡

制限付株式報酬制度（以下、「本制度」といいます。）を導入しております。
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また、2022年4月15日開催の第47回定時株主総会において、本制度に基づき、譲渡制限付株式取

得の出資財産とするための報酬（以下、「譲渡制限付株式報酬」といいます。）として、対象取締

役に対して、年額1億円以内の金銭債権を支給し、年10,000株以内の当社普通株式を発行又は処分

すること及び譲渡制限付株式の譲渡制限期間は、当社と対象取締役との間で締結される譲渡制限付

株式割当契約により当社普通株式の割当てを受けた日より、当社又は当社子会社の役職員の地位の

うち当社の取締役会が定める地位を退任した直後の時点までの間とすること等につき、承認可決さ

れております。

なお、2022年4月15日開催の当社取締役会において決議した譲渡制限付株式報酬の割当として、

2022年5月13日に自己株式2,400株の処分を実施いたしました。

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　当社は、従業員に対して中長期的な企業価値向上のインセンティブを付与すると同時に、福利厚

生の増進策として、持株会の拡充を通じて従業員の株式取得及び保有を促進することにより従業員

の財産形成を支援することを目的として、「信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-

Ship®）」（以下、「本プラン」といいます。）を導入しております。

(1) 取引の概要

　本プランは、「ダイドーグループホールディングス社員持株会」（以下、「本持株会」といい

ます。）に加入する全ての従業員を対象とするインセンティブ・プランです。本プランでは、当

社が信託銀行にダイドーグループホールディングス社員持株会専用信託口（以下、「従持信託」

といいます。）を設定し、その設定後5年間にわたり本持株会が取得すると見込まれる数の当社

株式を予め取得します。その後は、従持信託から本持株会に対して継続的に当社株式の売却が行

われるとともに、信託終了時点で従持信託内に株式売却益相当額が累積した場合には、当該株式

売却益相当額が残余財産として受益者適格要件を満たす者に分配されます。なお、当社は、従持

信託が当社株式を取得するための借入に対し保証することになるため、当社株価の下落により従

持信託内に株式売却損相当額が累積し、信託終了時点において従持信託内に当該株式売却損相当

の借入金残債がある場合には、当社が当該残債を弁済することになります。

(2) 信託に残存する自社の株式

　従持信託に残存する当社株式を、従持信託における帳簿価額（付随費用の金額を除きます。）

により、純資産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数

は、当連結会計年度末においては524百万円、109,800株であります。

(3) 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　当連結会計年度末　488百万円

（超インフレ経済下における会計処理）

　当連結会計年度において、トルコの全国卸売物価指数が、同国の3年間累積インフレ率が100％を

超えたことを示したため、当社グループはトルコ・リラを機能通貨とするトルコの子会社につい

て、超インフレ経済下で営業活動を行っていると判断いたしました。

(1) 会計処理の概要

　当社グループは、トルコの子会社の財務諸表について、IAS第29号「超インフレ経済下における

財務報告」に定められる要件に従い、当連結会計年度より、会計上の調整を加えております。IAS

第29号は、トルコの子会社の財務諸表について、報告期間の末日現在の測定単位に修正した上で、
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前連結会計年度末

残高

当連結会計年度の

修正再表示後の

期首残高

期首利益剰余金の

減少額

のれん 403 1,009 1,009

商標権（無形固定資産その他） 462 1,158 1,158

当社グループの連結計算書類に含めることを要求しております。当社グループは、トルコの子会社

の財務諸表の修正のため、The Turkish Statistical Instituteが公表するトルコの消費者物価指

数（CPI）から算出する変換係数を用いております。

　トルコの子会社は、取得原価で表示されている有形固定資産等の非貨幣性項目について、取得日

を基準に変換係数を用いて修正しております。現在原価で表示されている貨幣性項目及び非貨幣性

項目については、報告期間の末日現在の測定単位で表示されていると考えられるため、修正してお

りません。正味貨幣持高にかかるインフレの影響は、連結損益計算書の営業外費用に表示しており

ます。また、トルコの子会社の損益計算書は、変換係数を適用して修正しております。トルコの子

会社の財務諸表は、期末日の為替レートで換算し、当社グループの連結計算書類に反映しておりま

す。

(2) 当連結会計年度の連結計算書類への影響

　当連結会計年度より、トルコの子会社の財務諸表にIAS第29号を適用した結果、当連結会計年度

の売上高は569百万円増加、営業利益は1,144百万円減少、経常利益は1,423百万円減少、当期純利

益及び親会社株主に帰属する当期純利益はそれぞれ1,784百万円減少しております。また、「(3) 

トルコ飲料事業におけるのれん及び商標権」に記載しております減損損失を含め、IAS第29号に従

い前連結会計年度末までの累積的な影響を反映した結果、当連結会計年度の期首の利益剰余金が

2,644百万円減少しております。

(3) トルコ飲料事業におけるのれん及び商標権

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（単位：百万円）

② 減損損失

　トルコ子会社の固定資産等の非貨幣性資産の当連結会計年度の期首残高は、IAS第29号が求める

「修正再表示」の処理により、消費者物価指数の上昇率（以下、「インフレ率」といいます。）

を踏まえて、物価水準を反映した価額に修正されます。当連結会計年度の修正再表示後の期首残

高が期首時点における回収可能価額を上回る場合には、その差額を減損損失として認識し、期首

利益剰余金の減少として処理する必要があります。

　トルコ飲料事業に係るのれん及び商標権を含む固定資産等の当連結会計年度の期首時点におけ

る回収可能価額として採用した使用価値は、前連結会計年度に作成した事業計画を、予想インフ

レ率を用いて修正し、その修正後の事業計画を基礎とした将来キャッシュ・フローを割り引いた

ものとして見積もっております。この使用価値が、当連結会計年度の修正再表示後の期首残高を

下回ったことから、トルコ飲料事業に係るのれん及び商標権の期首残高2,168百万円全額について

減損損失を認識し、期首利益剰余金の減少として処理しております。
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1．有形固定資産の減価償却累計額（減損損失累計額を含む） 83,460百万円

2．担保提供資産　　定期預金 202百万円

3．受取手形及び売掛金のうち、顧客との契約から生じた債権の残高は次のとおりであります。

　　受取手形 622百万円

　　売掛金 18,196百万円

連結貸借対照表に関する注記

　定期預金202百万円は長期借入金193百万円（うち1年内返済予定の長期借入金39百万円）の担保

に供しているものであります。

場所 用途 種類 減損損失

愛媛県今治市
その他 営業権 139

事業用資産 その他 4

連結損益計算書に関する注記

減損損失

　当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

（単位：百万円）

　資産のグルーピング方法は無形固定資産及び事業用資産においては、事業区分をもとに、概ね独立

したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位ごとに減損損失の認識の判定及び測定を決定しており

ます。

　上記資産グループは、業績が当初計画を大きく下回る推移となっているため、資産グループの帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。当該資

産の回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローがマイナスと見込まれる

ことから、使用価値は零と評価しております。

－ 18 －



当連結会計年度

期首株式数

当連結会計年度

増加株式数

当連結会計年度

減少株式数

当連結会計年度

期末株式数

発行済株式

普通株式 16,568,500 － － 16,568,500

合　計 16,568,500 － － 16,568,500

自己株式

普通株式 916,282 48 38,100 878,230

合　計 916,282 48 38,100 878,230

（決　議） 株式の種類

配当金の

総額

（百万円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2022年4月15日

定時株主総会
普通株式 476 30 2022年1月20日 2022年4月18日

2022年8月26日

取締役会
普通株式 476 30 2022年7月20日 2022年9月21日

連結株主資本等変動計算書に関する注記

1．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：株）

（注）1. 当連結会計年度期首及び当連結会計年度期末の自己株式の株式数には、役員向け株式給

付信託が保有する当社株式がそれぞれ94,100株、91,900株含まれており、信託型従業員

持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）の従持信託が保有する当社株式がそれぞれ

143,300株、109,800株含まれております。

2. 自己株式の株式数の増加の内訳は次のとおりであります。

単元未満株式の買取 39株

譲渡制限付株式報酬の無償取得 9株

3. 自己株式の株式数の減少の内訳は次のとおりであります。

従持信託から社員持株会への売却 33,500株

譲渡制限付株式報酬制度導入に伴う割当 2,400株

役員向け株式給付信託から対象者への株式給付 2,200株

2．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（注）1. 2022年4月15日定時株主総会決議による配当金の総額には、役員向け株式給付信託が保

有する当社株式に対する配当金2百万円、信託型従業員持株インセンティブ・プラン

（E-Ship®）の従持信託が保有する当社株式に対する配当金4百万円が含まれておりま

す。

2. 2022年8月26日取締役会決議による配当金の総額には、役員向け株式給付信託が保有す

る当社株式に対する配当金2百万円、信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-

Ship®）の従持信託が保有する当社株式に対する配当金3百万円が含まれております。
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（決議予定）
株式の

種類

配当金の

総額

（百万円）

1株当たり

配当金

（円）

基準日 効力発生日
配当の

原資

2023年4月14日

定時株主総会
普通株式 476 30 2023年1月20日 2023年4月17日 利益剰余金

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（注）配当金の総額には、役員向け株式給付信託が保有する当社株式に対する配当金2百万円、信

託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）の従持信託が保有する当社株式に対す

る配当金3百万円が含まれております。

金融商品に関する注記

1．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

　当社グループは、必要な資金を事業環境等の変化に応じて効率的に調達することとし、現在は

主に銀行借入や社債発行により調達しております。資金運用については短期的な預金及び安全性

の高い金融資産に限定し運用しております。なお、デリバティブ取引は、後述するリスクを回避

するために利用しており、投機的な取引は行っておりません。

(2) 金融商品の内容並びにそのリスク及びリスク管理体制

　営業債権である受取手形及び売掛金は顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関

しては、当社グループ各社の与信管理規程に則り、相手先ごとの期日管理及び残高管理を行うと

ともに、信用状況を把握する体制としております。

　有価証券及び投資有価証券は、主に債券、株式、譲渡性預金であり、「その他有価証券」に区

分しております。これらは、それぞれ発行体の信用リスク、金利変動リスク、市場価格変動リス

クに晒されていますが、定期的に発行体の財務状況や債券の時価を把握しております。

　営業債務である支払手形及び買掛金、未払金は、そのほとんどが1年以内の支払期日でありま

す。これらの営業債務等の流動負債は、その決済時において流動性リスクに晒されますが、当社

グループでは、毎月資金繰計画を見直すなどの方法により、そのリスクを回避しております。

　長期借入金、ファイナンス・リース等に係るリース債務及び社債は、設備投資に必要な資金の

調達を目的としたものであります。また、長期借入金には、「信託型従業員持株インセンティ

ブ・プラン(E-Ship®）」の導入に伴う信託口における金融機関からの借入金が含まれておりま

す。

　デリバティブ取引は、外貨建買入債務及び外貨建予定取引について、為替変動リスクに対する

ヘッジ取引を目的とした為替予約取引であります。デリバティブの利用にあたっては、信用リス

クを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ取引を行っており、デリバティブ取引に対する

基本方針、手続等を社内規程により管理し、取引の実行は当該取引の担当部門が行っておりま

す。

　なお、為替の変動リスクを回避する目的に限定した取引を行っており、投機目的での取引は行

っておりません。

　なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジ有効性評価の方法に

ついては、前述の「連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記　4．会計方

針に関する事項　(7) 重要なヘッジ会計の方法」をご参照ください。
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連結貸借対照表

計上額（百万円）

時価

（百万円）

差額

（百万円）

(1) 有価証券及び投資有価証券 17,968 17,968 －

資産計 17,968 17,968 －

(1) リース債務 3,103 3,092 △10

(2) 長期借入金 11,488 11,489 0

(3) 社債 20,000 19,733 △266

負債計 34,592 34,315 △276

デリバティブ取引 380 380 －

区分 連結貸借対照表計上額（百万円）

非上場株式 133

関係会社株式 650

関係会社出資金 105

投資事業有限責任組合への出資 288

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用すること

により、当該価額が変動することもあります。

2．金融商品の時価等に関する事項

　2023年1月20日（当連結会計年度の末日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差

額については、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等は含まれておりません。

（※1）「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時

価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。また、「受取手形及び売

掛金」、「支払手形及び買掛金」、「未払金」及び「有価証券」のうち譲渡性預金及び

金銭信託については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注

記を省略しております。

（※2）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。

（※3）市場価格のない株式等は、「(1)有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。当

該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

3．金融商品の時価等及び時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つ

のレベルに分類しております。

　　レベル1の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成され

る当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した

時価

　　レベル2の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル1のインプット以外の時

価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

　　レベル3の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプット

がそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類して

おります。
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時価（百万円）

レベル1 レベル2 レベル3 合計

有価証券及び投資有価証券

その他有価証券

株式 12,164 － － 12,164

社債 － 4,699 － 4,699

デリバティブ取引

通貨関連 380 380

資産計 12,164 5,080 － 17,244

時価（百万円）

レベル1 レベル2 レベル3 合計

リース債務 － 3,092 － 3,092

長期借入金 － 11,489 － 11,489

社債 － 19,733 － 19,733

負債計 － 34,315 － 34,315

(1) 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

（注）投資信託の時価は上記に含めておりません。投資信託の連結貸借対照表計上額は、1,104百

万円であります。

(2) 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

有価証券及び投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されてい

るため、その時価をレベル1の時価に分類しております。社債については、取引先金融機

関から提示された価格等に基づき算定しており、レベル2の時価に分類しております。

リース債務

　リース債務の時価については、元利金の合計額を同様の新規リース取引を行った場合に

想定される利率で割引いた現在価値により算定しており、レベル2の時価に分類しており

ます。

長期借入金

　長期借入金は全て固定金利によるものであり、元利金の合計額を同様の新規借入を行っ

た場合に想定される利率で割引いた現在価値により算定しており、レベル2の時価に分類

しております。

　なお、「信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）」の導入に伴う信託口

における金融機関からの借入金は、短期間で市場金利を反映するため、時価は帳簿価額に

ほぼ等しいことから、レベル2の時価に分類しております。
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1年以内
（百万円）

1年超
5年以内

（百万円）

5年超
10年以内

（百万円）

10年超
（百万円）

有価証券及び投資有価証券

その他有価証券のうち満期

があるもの

1．債券

(1) 国債・地方債等 － － － －

(2) 社債 400 2,000 900 1,500

2．その他 16,700 287 － －

合計 17,100 2,287 900 1,500

1年以内
（百万円）

1年超
2年以内

（百万円）

2年超
3年以内

（百万円）

3年超
4年以内

（百万円）

4年超
5年以内

（百万円）

5年超
（百万円）

リース債務 559 468 353 231 188 1,168

長期借入金 3,812 3,169 2,733 1,444 293 35

社債 － － 10,000 － － 10,000

社債

　当社の発行する社債の時価については、相場価格に基づき算定しており、レベル2の時

価に分類しております。

デリバティブ取引

　デリバティブ取引の時価については、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算

定しており、レベル2の時価に分類しております。

4．金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

5．リース債務、長期借入金及び社債の連結決算日後の返済予定額

（注）1. リース債務には、IFRS第16号の適用により連結貸借対照表に計上したリース負債は

含めておりません。

2. 長期借入金488百万円は「信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）」

に係るものであり、返済予定額については分割返済日毎の返済金額の定めがありま

せんので、期末借入金残高を最終返済日に一括返済した場合を想定して記載してお

ります。
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（単位：百万円）

当連結会計年度

（自2022年1月21日

至2023年1月20日）

報

告

セ

グ

メ

ン

ト

自販機 92,776

流通・海外 12,466

ヘルスケア通販 4,526

内部取引 △ 25

国内飲料事業　計 109,744

トルコ 16,506

その他 2,402

内部取引 －

海外飲料事業　計 18,909

ドリンク剤　他 12,522

内部取引 △ 601

医薬品関連事業　計 11,920

ドライゼリー　他 19,565

内部取引 △ 8

食品事業　計 19,556

希少疾病用医薬品事業　計 －

顧客との契約から生じる収益 160,130

その他の収益 －

外部顧客への売上高 160,130

収益認識に関する注記

1．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（注）海外飲料事業の地域ごとの売上高は、顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類してお

ります。

2．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

「連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記　4．会計方針に関する事項　

(5)重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。
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1．1株当たり純資産額 5,327円58銭

2．1株当たり当期純損失 32円40銭

1株当たり情報に関する注記

（注）1. 役員向け株式給付信託及び信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）の従持

信託が保有する当社株式を、1株当たり純資産額の算定上、当連結会計年度末の普通株式

の発行済株式の総数から控除する自己株式に含めております。

役員向け株式給付信託が保有する当社株式の株式数は、当連結会計年度末91,900株、従持

信託が保有する当社株式の株式数は、当連結会計年度末109,800株であります。

2. 役員向け株式給付信託及び従持信託が保有する当社株式を、1株当たり当期純損失の算定

上、普通株式の期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

役員向け株式給付信託が保有する当社株式の期中平均株式数は、当連結会計年度93,000

株、従持信託が保有する当社株式の期中平均株式数は、当連結会計年度129,031株であり

ます。

重要な後発事象に関する注記

（共同株式移転）

当社は、2022年9月15日開催の取締役会における決議のとおり、当社の連結子会社であるダイド

ードリンコ株式会社（以下、「ダイドードリンコ」といいます。）とアサヒ飲料株式会社（以下、

「アサヒ飲料」といいます。）が、ダイドードリンコの100％出資子会社であるダイドービバレッ

ジサービス㈱（以下、「ダイドービバレッジサービス」といいます。）、㈱ダイドービバレッジ静

岡（以下、「ダイドービバレッジ静岡」といいます。）、ダイドーベンディングジャパン㈱（以

下、「ダイドーベンディングジャパン」といい、ダイドービバレッジサービス、ダイドービバレッ

ジ静岡、ダイドーベンディングジャパンの3社を総称して「ダイドードリンコ対象子会社3社」とい

います。）と、アサヒ飲料の100％出資子会社であるアサヒ飲料販売㈱（以下、「アサヒ飲料販

売」といいます。）、九州アサヒ飲料販売㈱（以下、「九州アサヒ飲料販売」といいます。）、㈱

ミチノク（以下、「ミチノク」といい、アサヒ飲料販売、九州アサヒ飲料販売、ミチノクの3社を

総称して「アサヒ飲料対象子会社3社」といいます。）の共同株式移転（以下、「本共同株式移

転」といいます。）を実施し、これら6社を傘下に有し自動販売機事業を運営するダイナミックベ

ンディングネットワーク株式会社（以下、「新会社」といいます。）を2023年1月23日に設立いた

しました。

（1）当該株式移転の目的

ダイドーグループのコアビジネスである国内飲料事業を担うダイドードリンコは、2030年のあ

りたい姿を「自販機市場において絶え間ない挑戦と共創で新しい価値を提供し、トップランナー

として業界をリードし続けます。」と定め、最新のテクノロジーを活用したスマート・オペレー

ション
※
のさらなる進化に取り組むとともに、顧客志向営業の推進により全国に遍くある自動販

売機のネットワークの強化・拡充を図り、DyDoの店舗である自動販売機を通じて、お客様の求め

る価値をお届けしております。

コロナ禍を契機として、自動販売機市場を取り巻く環境は大きく変化し、原材料価格の高騰や

物流費の上昇が収益構造に大きな影響を与える状況の中、自動販売機に対する業界各社の取り組

み姿勢は二極化しており、上位寡占化の傾向がより強いものとなっております。

このような状況の中、ダイドードリンコとアサヒ飲料は、自動販売機事業の成長・発展を図る

べく、両社の企業価値向上を目的として、自動販売機事業に関する包括的業務提携契約を締結す

るに至りました。
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①名称 ダイナミックベンディングネットワーク株式会社

②所在地 大阪市北区中之島二丁目2番7号

③代表者の役職・氏名 代表取締役社長 笠井 勝司

④事業内容 自動販売機のオペレーション業務の委託・受託

⑤資本金 50百万円

⑥設立年月日 2023年1月23日

⑦決算期 1月20日

⑧出資比率 ダイドードリンコ66.6％、アサヒ飲料33.4％

ダイドービバレッジ

サービス

ダイドービバレッジ

静岡

ダイドーベンディング

ジャパン

株式移転比率 40.273 5.742 1.3836

アサヒ飲料販売 九州アサヒ飲料販売 ミチノク

株式移転比率 1 1.5113 0.61

このたびの包括的業務提携を契機として、ダイドードリンコは、協業によるスケールメリット

を活かしつつ、スマート・オペレーションのノウハウをもって効率的かつ高品質なオペレーショ

ンを追求し、自動販売機市場における確固たる優位性を確立してまいります。
※
これまでのオペレーションを抜本的に見直し、生産性の高い当社独自の仕組みをさす

（2）本共同株式移転により新たに設立する会社の概要

（3）本共同株式移転の概要

①株式移転日

2023年1月23日

②本共同株式移転の方式

ダイドードリンコ対象子会社3社及びアサヒ飲料対象子会社3社を株式移転完全子会社、ダイ

ナミックベンディングネットワークを株式移転設立完全親会社とする共同株式移転となりま

す。

③本共同株式移転に係る割当ての内容（株式移転比率）

ダイドードリンコ対象子会社3社

アサヒ飲料対象子会社3社

（注1）本共同株式移転により発行するダイナミックベンディングネットワークの株式数：普通株

式：72,000株

（注2）ダイドービバレッジサービスの株式1株に対して、40.273株、ダイドービバレッジ静岡の株

式1株に対して5.742株、ダイドーベンディングジャパンの株式1株に対して1.3836株、アサ

ヒ飲料販売の株式1株に対して1株、九州アサヒ飲料販売の株式1株に対して1.5113株、ミチ

ノクの株式1株に対して0.61株、それぞれダイナミックベンディングネットワークの株式を

割当て交付します。

なお、それぞれの株式の取得価額は算定中であります。

（4）主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等　495百万円（概算額）
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（5）本共同株式移転に伴う会計処理の概要

本共同株式移転に伴う会計処理は、企業結合会計基準における「取得」に該当し、当社の連結

子会社であるダイドードリンコを取得企業とするパーチェス法を適用することが見込まれており

ます。パーチェス法の適用に伴い、当社の連結決算においてのれん（または負ののれん）が発生

する見込みですが、その金額は現在算定中であります。

その他の注記

　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書 （2022年1月21日から2023年1月20日まで）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己
株式

株主
資本
合計

資本
準備金

その他
資本剰
余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益
剰余金
合計

別途
積立金

地域コミュ
ニティ貢献
積立金

繰越
利益
剰余金

当期首残高 1,924 1,464 － 1,464 137 55,650 187 20,239 76,214 △4,230 75,373

当期変動額

地域コミュニティ
貢献積立金の積立

100 △100 － －

地域コミュニティ
貢献積立金の取崩

△43 43 － －

剰余金の配当 △953 △953 △953

当期純利益 1,914 1,914 1,914

自己株式の取得 0 0 △0 △0

自己株式の処分 △1 △1 183 182

利益剰余金から
資本剰余金への振替

1 1 △1 △1 －

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － － － － － 56 903 959 183 1,142

当期末残高 1,924 1,464 － 1,464 137 55,650 243 21,143 77,174 △4,047 76,515

評価・換算差額等
純資産合計

その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

当期首残高 4,741 4,741 80,114

当期変動額

地域コミュニティ
貢献積立金の積立

－

地域コミュニティ
貢献積立金の取崩

－

剰余金の配当 △953

当期純利益 1,914

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 182

利益剰余金から
資本剰余金への振替

－

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△792 △792 △792

当期変動額合計 △792 △792 349

当期末残高 3,948 3,948 80,464

（単位：百万円）
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個　別　注　記　表

重要な会計方針に係る事項に関する注記

1．資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全

部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

(2) デリバティブ 時価法

2．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産 定額法

なお、耐用年数及び残存価額については、主として

法人税法に規定する方法と同一の基準によっており

ます。

(2) 無形固定資産 定額法

ただし、ソフトウエア（自社利用分）については、

社内における利用可能期間（5年）に基づく定額法

3．引当金の計上基準

役員株式給付引当金

　株式給付規程に基づく当社の取締役（社外取締役及び非業務執行取締役を含みません。）及び執

行役員並びに当社の100％子会社の取締役（社外取締役及び非業務執行取締役を含みません。）及

び執行役員（以下、「取締役等」といいます。）に対する将来の当社株式の交付に備えるため、当

事業年度末における株式給付債務の見込額を計上しております。

4．収益及び費用の計上基準

　当社の収益は、子会社からのロイヤリティ収入、システム料収入、受取配当金となります。ロイ

ヤリティ収入については、契約で定められた期間にわたり、子会社に対して商標権等を使用許諾す

る履行義務を負っております。子会社の売上収益等を基礎に算定された契約対価であり、その発生

時点で収益を認識しております。システム料収入については、子会社に対するシステム保守・運用

等の役務提供を履行義務としており、子会社に役務を提供した時点で、履行義務が充足されるた

め、当該時点で収益を認識しております。受取配当金は、配当金の効力発生日をもって収益を認識

しております。

　取引の対価は、履行義務を充足してから主として1年以内に受領しており、重大な金融要素を含

んでおりません。

－ 29 －



会計方針の変更に関する注記

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下「収益認識会計基

準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転し

た時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしてお

ります。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っており、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額

を、当事業年度の期首の繰越利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用してお

ります。これによる当事業年度の売上高及び売上総利益以下の各段階利益に与える影響はありませ

ん。また、繰越利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年7月4日。以下「時価算定会計基

準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関す

る会計基準」（企業会計基準第10号　2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、

時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。こ

れによる、計算書類に与える影響は軽微であります。
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会計上の見積りに関する注記

関係会社株式

（1） 当事業年度の計算書類に計上した金額

関係会社株式　35,401百万円（うち、ダイドーファーマ株式会社の株式　2,500百万円）

（2） 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　当事業年度の関係会社株式のうちダイドーファーマ株式会社は、成長性の高いライフサイエンス

分野をはじめとするヘルスケア関連市場を当社グループの次なる成長領域と定め、2019年1月21日

に設立いたしました。世界のバイオベンチャーが開発した新薬候補を、導入・開発・承認取得し

て、一刻も早く患者様にお届けすべく事業展開をすすめてまいりますが、希少疾病の医療用医薬品

の開発には不確実性を伴うほか、事業基盤が安定するまでは投資が先行し、営業利益及びキャッシ

ュ・フローはマイナスが続くことになります。

　非上場の子会社に対する投資を含む、市場価格のない株式等については、当該株式の発行会社の

財政状態の悪化により実質価額が著しく低下したときは、回復可能性が十分な証拠によって裏付け

られる場合を除いて、投資について評価損の認識が必要となります。

　ダイドーファーマ株式会社の株式の実質価額は、同社における希少疾病の医療用医薬品の個々の

開発プロジェクトに基づく事業計画を基礎として算出された事業価値を加味して算定しておりま

す。個々の開発プロジェクトは、開発の延長や中止を行う可能性、想定どおりの内容で薬事承認が

下りない又は薬事承認に想定以上の時間を要する可能性、想定していた薬価を下回る可能性等があ

り、特に、研究開発費総額、開発品の上市時期、上市後の薬価の推移、潜在的な患者数及び将来の

年平均増加数、研究開発活動の成功確率の仮定に基づく事業計画には高い不確実性を伴います。

　同社の開発プロジェクトの事業価値の評価に基づく評価差額等を加味して株式の実質価額を算定

した結果、当事業年度末において当社が所有するダイドーファーマ株式会社の株式の実質価額は取

得原価に比べて著しく低下していないと判断し、当事業年度においては相当の減額処理は実施して

おりません。翌事業年度以降、開発プロジェクトの進捗状況によっては、計算書類における関係会

社株式の金額に重要な影響を与える可能性があります。

追加情報

（役員向け株式給付信託）

　取締役等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する注記については、連結注記表の「追

加情報」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。

（譲渡制限付株式報酬制度）

　対象取締役等へ自社の株式を交付する報酬制度に関する注記については、連結注記表の「追加情

報」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する注記については、連結注記表の「追

加情報」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。
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１．有形固定資産の減価償却累計額 57 百万円

ダイドードリンコ株式会社 784 百万円

Della Gıda Sanayi ve Ticaret A.Ş. 220 百万円

DyDo DRINCO TURKEY İçecek Satış ve Pazarlama A.Ş. 208 百万円

Mavidağ Gıda Pazarlama Sanayi ve Ticaret İthalat İhracat A.Ş. 0 百万円

短期金銭債権 22,608 百万円

短期金銭債務 7,650 百万円

長期金銭債権 8,693 百万円

貸借対照表に関する注記

２．保証債務

　次の子会社について、リース債務に対し債務保証を行っております。

　次の子会社について、銀行取引に対し下記の保証を行っております。

３．関係会社に対する金銭債権債務

営業収益 4,982 百万円

その他の営業取引高 433 百万円

営業取引以外の取引高 118 百万円

損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

当事業年度

期首株式数

当事業年度

増加株式数

当事業年度

減少株式数

当事業年度

期末株式数

自己株式

普通株式 915,572 48 38,100 877,520

合　計 915,572 48 38,100 877,520

株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：株）

（注）1. 当事業年度期首及び当事業年度期末の自己株式の株式数には、役員向け株式給付信託が

保有する当社株式がそれぞれ94,100株、91,900株含まれており、信託型従業員持株イン

センティブ・プラン（E-Ship®）の従持信託が保有する当社株式がそれぞれ143,300株、

109,800株含まれております。

2. 自己株式の株式数の増加の内訳は次のとおりであります。

単元未満株式の買取 39株

譲渡制限付株式報酬の無償取得 9株

3. 自己株式の株式数の減少の内訳は次のとおりであります。

従持信託から社員持株会への売却 33,500株

譲渡制限付株式報酬制度導入に伴う割当 2,400株

役員向け株式給付信託から対象者への株式給付 2,200株
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繰延税金資産

投資有価証券評価損 238 百万円

未払金 80 百万円

役員株式給付引当金 36 百万円

関係会社出資金評価損 827 百万円

子会社株式 146 百万円

減損損失 12 百万円

無形資産 31 百万円

その他 67 百万円

小計 1,440 百万円

評価性引当額 △788 百万円

繰延税金資産合計 651 百万円

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △1,556 百万円

その他 △2 百万円

繰延税金負債合計 △1,558 百万円

繰延税金負債の純額 △907 百万円

税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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種類 会社等の名称
議決権等の所有

（被所有割合）

関連当事者と

の関係
取引の内容

取引金額

（百万円）
科目

期末残高

（百万円）

子会社 ダイドードリンコ㈱
所有

直接100％

役員の兼任

経営管理

資金貸借関係

債務の保証

ロイヤリティー

収入

（注）1

3,111

営業未収入金 387

システム料収入

（注）2
1,613

業務委託手数料

（注）3
301 未払金 33

受取配当金

（注）4
－ － －

債務保証

（注）5
784 － －

資金の貸付

（注）6
5,000

関係会社

短期貸付金
3,950

資金の回収 5,050
関係会社

長期貸付金
6,525

ＣＭＳ

（注）7
1,785 預け金 14,947

子会社 大同薬品工業㈱
所有

直接100％

役員の兼任

経営管理

資金貸借関係

ＣＭＳ

（注）7
△1,595 預け金 3,178

子会社 ㈱たらみ
所有

直接100％

役員の兼任

経営管理

資金貸借関係

ＣＭＳ

（注）7
534 預り金 6,088

子会社
ダイドービバレッジ

サービス㈱

所有

間接100％

役員の兼任

経営管理

資金貸借関係

ＣＭＳ

（注）7
△2,081 預り金 241

子会社 ダイドーファーマ㈱
所有

　直接100％

役員の兼任

経営管理

資金貸借関係

増資の引受

（注）8
1,500 － －

子会社
Della Gıda Sanayi

ve Ticaret A.Ş.

所有

直接100％

役員の兼任

経営管理

債務の保証

資金貸借関係

資金の貸付

（注）6
2,225

関係会社

長期貸付金
2,168

資金の回収 －

利息の受取 95 営業未収入金 29

債務保証

（注）5
220 － －

関連当事者との取引に関する注記
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取引条件及び取引条件の決定方法

（注） 1. ロイヤリティー収入はブランド使用の対価として、両社協議のうえ決定しております。

 2. システム料収入はシステム使用の対価として、両社協議のうえ決定しております。

 3. 業務委託手数料は管理業務の対価として、両社協議のうえ決定しております。

 4. 受取配当金は関係会社の利益剰余金をベースに、両社協議のうえ決定しております。

 5. 子会社のリース債務及び銀行取引に対し保証を行っております。

なお、保証料の受取はありません。

 6. 貸付金の利息については市場金利を勘案し、合理的に決定しております。

 7. ＣＭＳ（キャッシュ・マネジメント・システム）の利息については市場金利を勘案し、合

理的に決定しております。

なお、取引金額については取引が反復的に行われているため、当事業年度における純増減

額を記載しております。

 8. 子会社が行った増資を当社が全額引き受けたものであります。

 9. 上記の金額のうち取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含ま

れております。

収益認識に関する注記

（収益を理解するための基礎となる情報）

「重要な会計方針に係る事項に関する注記　4．収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであ

ります。

1．1株当たり純資産額 5,128円06銭

2．1株当たり当期純利益 122円15銭

1株当たり情報に関する注記

（注）1. 役員向け株式給付信託及び信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship®）の従持

信託が保有する当社株式を、1株当たり純資産額の算定上、当事業年度末の普通株式の発

行済株式の総数から控除する自己株式に含めております。

役員向け株式給付信託が保有する当社株式の株式数は、当事業年度末91,900株、従持信託

が保有する当社株式の株式数は、当事業年度末109,800株であります。

2. 役員向け株式給付信託及び従持信託が保有する当社株式を、1株当たり当期純利益の算定

上、普通株式の期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

役員向け株式給付信託が保有する当社株式の期中平均株式数は、当事業年度93,000株、従

持信託が保有する当社株式の期中平均株式数は、当事業年度129,031株であります。
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重要な後発事象に関する注記

（共同株式移転）

当社は、2022年9月15日開催の取締役会における決議のとおり、当社の連結子会社であるダイド

ードリンコとアサヒ飲料が、ダイドードリンコの100％出資子会社であるダイドービバレッジサー

ビス、ダイドービバレッジ静岡、ダイドーベンディングジャパンと、アサヒ飲料の100％出資子会

社であるアサヒ飲料販売、九州アサヒ飲料販売、ミチノクの共同株式移転を実施し、これら6社を

傘下に有し自動販売機事業を運営するダイナミックベンディングネットワーク株式会社を2023年1

月23日に設立いたしました。

詳細は、連結注記表「重要な後発事象に関する注記」に記載のとおりであります。

その他の注記

　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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